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広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
絞
り
の
魅
力

を
世
界
で
共
有
し
よ
う
と
、
竹
田
さ

ん
た
ち
は
平
成
４
年
に
「
第
１
回
国

際
絞
り
会
議
」
を
開
催
。
以
降
、
各

国
持
ち
回
り
で
開
催
し
、
世
界
の
絞

り
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を

目
的
に
地
域
団
体
商
標
を
登
録
。
そ

の
後
、
有
松
の
町
並
み
が
「
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
指
定

さ
れ
、
絞
り
の
産
地
と
し
て
「
日
本

遺
産
」
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
有

松
鳴
海
絞
と
一
体
化
し
た
町
づ
く
り

で
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
気
軽
に

そ
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
教
室
の
開

催
。
絞
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
立
体
感

が
有
松
鳴
海
絞
の
大
き
な
特
徴
で
す

が
、
そ
の
凹
凸
を
光
に
透
か
す
と
模

様
が
複
雑
に
変
化
し
て
映
し
出
さ

れ
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

体
験
教
室
で
ぜ
ひ
そ
の
美
し
さ
を
実

感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

生
活
の
糧
の
土
産
物
が

藩
の
保
護
で
一
大
産
業
へ

　

１
６
０
８
（
慶
長
13
）
年
、
東
海

道
の
整
備
と
と
も
に
尾
張
藩
が
新
た

な
集
落
と
し
て
設
け
た
有
松
。
こ
こ

に
移
住
し
た
人
々
が
生
活
の
糧
を
得

る
た
め
に
作
り
、
街
道
を
行
き
交
う

旅
人
に
売
り
始
め
た
土
産
物
が
「
有

松
鳴
海
絞
」
で
し
た
。
糸
を
固
く
締

め
る
こ
と
で
防
染
し
模
様
に
す
る

絞
り
染
め
で
、
そ
の
技
法
は
１
０
０

種
類
以
上
に
及
び
ま
す
。
有
松
で
藩

の
保
護
を
受
け
て
一
大
産
業
へ
と

発
展
。
隣
の
鳴
海
宿
に
も
広
が
り
、

４
０
０
年
の
時
を
超
え
て
着
物
や
浴

衣
か
ら
ハ
ン
カ
チ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
至

る
ま
で
、
多
彩
な
絞
り
製
品
で
そ
の

技
術
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

絞
り
と
一
体
化
し
た 

町
づ
く
り
に
取
り
組
む

　　
「
有
松
鳴
海
絞
に
は
日
本
人
の
モ

ノ
づ
く
り
に
臨
む
気
風
が
よ
く
表
れ

て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
愛
知
県

絞
工
業
組
合
理
事
長
の
竹
田
嘉
兵
衛

さ
ん
。
絞
り
の
技
法
は
世
界
中
で
見

ら
れ
ま
す
が
、
紀
元
前
か
ら
続
く
イ

ン
ド
で
は
２
つ
の
技
法
の
み
。
日
本

は
４
０
０
年
足
ら
ず
で
三
浦
絞
り
や

鹿
の
子
絞
り
な
ど
、
１
０
０
を
超
え

る
技
法
を
編
み
出
し
ま
し
た
。
創
意

工
夫
を
重
ね
て
き
た
職
人
の
思
い
を

伝統的な着物や浴衣づくりを大
切にする傍ら、新素材・新技術に
も意欲的にチャレンジしています

伝統の技を守るととも
に、新素材や他の技
術とのマッチングを図
る挑戦も続けていま
す。絞り体 験に訪れ
た皆さんの「こんな使
い方も」というアイデ
アが、有松鳴海絞の
新たな魅力を引き出
すかもしれません。

愛知県絞工業組合 理事長
株式会社 
竹田嘉兵衛商店 
代表取締役会長

竹田 嘉兵衛さん

４
０
０
年
の
伝
統
を
誇
る
絞
り
技
法

東海道沿いに生まれた新しい町「有松」で、
脈 と々はぐくまれてきた絞りの技法。
有松鳴海絞は、町の発展とともに
400 年の時を重ねてきました。

有
松
鳴
海
絞

［ 指定商品又は役務 ］
愛知県の有松・鳴海地域に由来する
製法により愛知県で生産された絞り染
織物及び絞り染織物を使用した和服

https://shibori-
kaikan.com/

 買えるお店はこちら 
有松・鳴海絞会館 HP

権 利 者 名 愛知県絞工業組合
愛知県名古屋市緑区
有松 3405
有松鳴海絞
第 5023084 号

住 所

地域団体商標名
商標登録番号

くくりの作業の様子。有松鳴海絞は柄決めから型
彫り、くくり、染色、糸抜き、仕上げに至るまで、
大きく６つの工程を経て完成します

柄の基本となる意匠雛形が何万枚も蓄積されてお
り、多彩な色使いを施すことで唯一無二の有松鳴
海絞が生まれます

現 在、有 松 鳴
海絞には 30 名
の 伝 統 工 芸士
がいます。

01Brand Guide 愛知県｜名古屋市
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ん
。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
着
物
の
貸
し

出
し
が
人
気
で
、
若
女
将
会
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
し
た
土
産
物
の
売

上
が
伸
び
る
な
ど
、
結
果
も
顕
著
に

表
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
目
線
の
発
想
は
町
づ
く
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
も
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

風
情
あ
る
川
湊
の
古
い
町
並
み
を
活

か
そ
う
と
電
線
を
地
中
化
し
、
木
製

の
面
格
子
を
整
備
。
観
光
地
化
し
過

ぎ
ず
、
気
軽
に
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し

め
る
雰
囲
気
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

地
域
文
化
や
行
事
を
体
験
す
る
イ
ベ

ン
ト
「
長
良
川
お
ん
ぱ
く
」
に
も
協

力
し
、「
若
女
将
と
歩
く
夜
の
川
原

町
散
策
」「
和
の
た
し
な
み
講
座
」

等
の
企
画
で
女
性
の
集
客
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
温
泉
に
入
り
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
な
着
物
を
身
に
ま
と
い
、

お
気
に
入
り
の
グ
ル
メ
や
雑
貨
を
探

す
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
“
癒
や
し

の
川
時
間
”
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

川
湊
の
ほ
と
り
に
開
湯

珍
し
い
赤
銅
色
の
湯

　

岐
阜
市
の
「
長
良
川
温
泉
」
は
昭

和
43
年
、
か
つ
て
水
運
で
栄
え
た
川

湊
の
ほ
と
り
に
開
湯
。
鉄
分
を
多
く

含
ん
だ
赤
銅
色
の
湯
は
全
国
で
も
珍

し
く
、
体
が
よ
く
温
ま
る
と
評
判
の

高
い
温
泉
で
す
。
長
良
川
沿
い
に
７

軒
の
宿
が
並
び
、
日
帰
り
入
浴
も
可

女
性
目
線
の
取
り
組
み
実
施

町
並
み
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
も

　　

緩
や
か
な
川
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
長
良
川
温
泉
の
柔
ら
か
い
書

体
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
「
温
泉
総
選
挙
２
０
１
７
女
子

旅
部
門
第
１
位
」「
に
っ
ぽ
ん
の
温

泉
１
０
０
選
選
定
」
の
文
字
も
一

緒
に
並
び
ま
す
。「
ど
の
温
泉
地
も

男
性
中
心
の
団
体
客
か
ら
個
人
客
へ

と
シ
フ
ト
し
た
時
代
。
ウ
チ
は
思
い

切
っ
て
若
い
女
性
を
意
識
し
て
み
ま

し
た
」
と
語
る
岐
阜
長
良
川
温
泉
旅

館
協
同
組
合
理
事
長
の
伊
藤
善
男
さ

若女将会の案で、ロゴマー
クとともに土産物のデザイ
ンも柔らかいイメージに

若女将会とともに料
理長会の活動も活発
で、岐阜ならではの
武将をテーマにした
メニューや薬膳料理
を企画してきました。
格付けガイドに組合
旅館の多くが掲載さ
れ、おもてなし力にも
自信があります。

岐阜長良川温泉
旅館協同組合 
理事長

伊藤 善男さん

そ
ぞ
ろ
歩
き
が
似
合
う
川
湊み
な
と

の
ま
ち

岐
阜
市
内
を
流
れ
る
長
良
川
と
い
え
ば
、
夏
の
鵜
飼
と
花
火
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
に
温
泉
も
加
え
て
も
ら
お
う
と
、

７
軒
の
宿
が
力
を
合
わ
せ
て
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

長
良
川
温
泉

風情ある「湊町・玉井町・元浜町」の町並み。老
舗の和菓子店や岐阜の伝統工芸品をつくる店など
があり、ゆったりとそぞろ歩きが楽しめます

風光明媚な長良川と、ほとりにそびえる金華山と
岐阜城。「観光資源のポテンシャルが高い」と観
光客から評価を受けることも

通称「川原町」
と 呼 ば れ、昔
は川湊として栄
えました

02Brand Guide

岐阜県｜岐阜市

［ 指定商品又は役務 ］
岐阜市における温泉浴場施設を有する宿
泊施設の提供
権 利 者 名 岐阜長良川温泉旅館協同組合

岐阜県岐阜市長良福光 2610-4
長良川温泉
第 5174409 号

住 所
地域団体商標名
商標登録番号

 湯あみをするならこちら 
長良川温泉ＨＰ

http://nagaragawa.org/
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能
。
金
華
山
に
建
つ
岐
阜
城
の
景
観

や
、
川
湊
が
あ
る
古
い
町
並
み
も
併
せ

て
楽
し
め
る
温
泉
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を
目
指
し
、
平

成
19
年
に
地
域
団
体
商
標
を
登
録
。
最

近
は
若
い
女
性
を
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
位
置
付
け
、
７
軒
の
若
女
将
会
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
活
動
や
女
性
の
感
性
を
生
か
し

た
商
品
企
画
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
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［ 指定商品又は役務 ］
岐阜県奥美濃（郡上市）におけるカレー
の提供

良
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
で
、
若
い

世
代
の
地
元
へ
の
定
着
効
果
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。「
観
光
客
が
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
む
こ
と
で
滞
在
時
間
が

長
く
な
り
、
各
提
供
店
に
も
足
を
運

ん
で
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」。

奥
美
濃
カ
レ
ー
協
同
組
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
後
藤
正
和
さ
ん
は
、

観
光
客
と
の
交
流
が
郡
上
を
元
気
に

す
る
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
団
体
商
標
は
平
成
23
年
に
登

録
。
現
在
は
市
内
12
店
舗
で
、
郡
上

地
み
そ
が
引
き
出
す
コ
ク
と
マ
イ
ル

ド
さ
が
自
慢
の
奥
美
濃
カ
レ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
番
の
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
は
じ
め
、
ピ
ザ
や
カ

ツ
丼
、
オ
ム
ラ
イ
ス
な
ど
レ
シ
ピ
の

自
由
度
は
高
く
、
店
ご
と
の
個
性
あ

る
メ
ニ
ュ
ー
は
多
彩
。
後
藤
さ
ん
が

勧
め
る
よ
う
に
、
長
期
滞
在
で
お
気

に
入
り
の
１
品
を
見
つ
け
る
観
光
ス

タ
イ
ル
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

特
産
の
「
郡
上
地
み
そ
」
を
使
用

レ
ト
ル
ト
商
品
も
開
発

　
「
奥
美
濃
カ
レ
ー
」
は
、
外
食
店

が
多
か
っ
た
郡
上
市
白
鳥
町
で
、
東

海
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通
（
平
成

20
年
）
に
向
け
名
物
と
し
て
企
画
さ

れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
助
言
を
求

め
た
東
京
の
有
名
カ
レ
ー
店
が
、
み

そ
を
使
っ
た
カ
レ
ー
づ
く
り
を
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
特
産
の
「
郡
上
地

み
そ
」
に
着
目
。
地
産
地
消
の
方
針

の
も
と
、
地
元
の
食
材
と
郡
上
地
み

そ
を
使
っ
た
各
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ

レ
ー
が
次
々
と
生
ま
れ
、
市
全
体
に

参
加
店
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
も
の

を
含
め
、
レ
ト
ル
ト
の
商
品
も
２
種

類
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し

交
流
深
め
、
郡
上
を
元
気
に

　　

今
、
こ
の
レ
ト
ル
ト
の
奥
美
濃
カ

レ
ー
が
、
郡
上
市
の
地
域
お
こ
し
に

欠
か
せ
な
い
商
品
に
育
っ
て
い
る
の

だ
と
か
。
子
ど
も
の
キ
ャ
ン
プ
で
使

わ
れ
る
ほ
か
、
市
内
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
も
出
店
。
郡
上
北
高
等
学

校
の
生
徒
が
ブ
ー
ス
設
置
か
ら
販
売
、

収
支
計
算
ま
で
行
い
、
社
会
勉
強
の

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
奥
美
濃
カ
レ
ー
を
通
じ

て
地
域
の
人
と
触
れ
合
い
、
郡
上
の

組合加盟店は市内 12 店舗。のぼ
りを目印に各店の味めぐりをして
みるのも楽しいでしょう

中高生による町おこし
や、明治大学とのコラ
ボプロジェクトなど、
奥美濃カレーを使っ
た地域の活性化が進
んでいます。「おいし
い」「楽しい」を自然
と共に感じられる色
彩豊かな郡上へぜひ
お越しください。

奥美濃カレー
協同組合 
プロデューサー／
事務局長

後藤 正和さん

地
み
そ
の
コ
ク
と
マ
イ
ル
ド
な
旨
味

良質な天然水に恵まれた
郡上ならではの地みそが隠し味。
観光客を呼び込もうと開発されたカレーは、
地域の絆を深める大切なツールになりました。

奥
美
濃
カ
レ
ー

お土産に便利なレトルトの「郡上奥美濃カレー」。
アレルギー特定原材料等 23 品目不使用の商品も
用意されています

昔ながらの豆とこうじで仕込んだ、濃厚な味が特
徴の「郡上地みそ」。各加盟店が独自に分量等を
決め、奥美濃カレーづくりに使用しています

http://www.okuminocurry.com/

 食べられる
お店はこちら 
奥美濃カレー
協同組合ＨＰ

権 利 者 名 奥美濃カレー協同組合
岐阜県郡上市八幡町
橋本町 915
奥美濃カレー
第 5381834 号

住 所

地域団体商標名
商標登録番号

組 合 加 盟 店、
道の駅ほか市内
観 光 施 設 等で
購入できます！

03Brand Guide 岐阜県｜郡上市
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［ 指定商品又は役務 ］
三重県鈴鹿市で生産された型紙

価
値
が
評
価
さ
れ
、
建
具
へ
の
装
飾

や
文
様
が
浮
か
び
上
が
る
照
明
な

ど
、
居
住
空
間
へ
の
応
用
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
職
人
の
技
を
後
世
に
残

そ
う
と
平
成
21
年
に
地
域
団
体
商
標

を
登
録
。
東
京
で
型
紙
体
験
教
室
を

開
催
す
る
な
ど
、
様
々
な
ブ
ラ
ン
ド

維
持
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

美
し
い
文
様
を
生
み
出
す
技
術
は
若

い
世
代
も
魅
了
。
国
の
後
継
者
育
成

事
業
を
利
用
し
て
、
現
在
２
名
の
熱

意
あ
る
若
者
が
職
人
の
道
を
歩
ん
で

い
る
ほ
か
、
既
に
独
立
し
て
活
躍
し

て
い
る
人
も
い
る
の
だ
と
か
。

　

体
験
は
鈴
鹿
市
伝
統
産
業
会
館
で

開
館
日
に
毎
日
可
能
で
す
。
し
お
り

や
色
紙
の
彫
刻
で
気
軽
に
伊
勢
型
紙

の
世
界
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
林
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
柔
軟
な

発
想
で
新
た
な
用
途
を
見
つ
け
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
体
験
者
に
目
を
細
め

て
い
ま
す
。

柄
や
文
様
を
染
め
る
用
具

人
間
国
宝
も
輩
出

　

細
か
く
彫
り
抜
か
れ
た
美
し
い

文
様
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
三
重
県

鈴
鹿
市
で
作
ら
れ
て
き
た
「
伊
勢
型

紙
」
は
、
着
物
や
浴
衣
の
生
地
に
柄

や
文
様
を
染
め
る
た
め
の
用
具
。
千

有
余
年
の
歴
史
を
誇
り
、
昭
和
58
年

に
は
伝
統
的
工
芸
品
※
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
美
濃
和
紙
を
柿
渋
で
張

り
合
わ
せ
た
「
型
地
紙
」
と
呼
ば
れ

る
加
工
紙
を
彫
刻
刀
で
彫
り
抜
い
て

い
き
ま
す
が
、
緻
密
な
柄
や
文
様
と

す
る
に
は
高
度
な
技
術
と
根
気
が
必

要
。
縞
彫
り
・
突
彫
り
・
道
具
彫
り
・

錐
彫
り
と
４
つ
の
技
法
が
あ
り
、
昭

和
30
年
に
各
技
法
の
職
人
６
名
が
人

間
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
は
「
伊
勢
形
紙
」
の

表
記
に
よ
る

若
い
世
代
を
魅
了
す
る

芸
術
的
価
値
の
高
さ

　　
「
畳
の
上
で
１
日
中
彫
り
続
け
る

仕
事
。
忍
耐
が
な
け
れ
ば
務
ま
り
ま

せ
ん
」。
伊
勢
形
紙
協
同
組
合
理
事

長
の
林
庸
生
さ
ん
は
、
細
か
く
均
一

に
彫
ら
れ
た
型
紙
を
見
つ
め
な
が
ら

職
人
の
手
仕
事
に
思
い
を
馳
せ
ま

す
。
か
つ
て
シ
ェ
ア
99
％
を
占
め
、

全
国
各
地
へ
出
荷
さ
れ
て
い
た
伊
勢

型
紙
で
す
が
、
着
物
離
れ
や
染
色
方

法
の
進
化
に
伴
い
、
本
来
の
用
途
は

激
減
。
し
か
し
、
今
は
そ
の
芸
術
的

鈴鹿PAの商業施設「PIT SUZUKA
（ピットスズカ）」の女性用化粧室
は、伊勢型紙の照明などを使い、
スタイリッシュに仕上げています

若い人たちの提案で、
最近はハンカチに型
紙 の 模 様 を 染 め た
り、御朱印帳の表紙に
張ったりするなど、身
近なものへの利用が
増えています。ぜひ気
軽に体験に来ていた
だき、皆さんのアイデ
アを教えてください。

伊勢形紙協同組合 
理事長

林 庸生さん

日本の着物文化を支えてきた伊勢型紙。
千年の時を超えた究極の手仕事は今、
若い人たちの力で新たな用途の扉を開く
変革の時を迎えています。

着物文化を支えた緻密な職 人技

伊勢型紙

芸術的価値が高いことから、鑑賞用として日本古
来の図柄や季節の花、風景などを施した色紙や
額装品などの商品が生まれています

伊勢形紙協同組合が指定管理者となっている鈴
鹿市伝統産業会館。各技法の型紙や彫刻刀など
の道具、江戸時代の資料が展示されています

http://isekatagami.or.jp/

 買える＆体験できる
お店はこちら 
伊勢形紙協同組合
ＨＰ

権 利 者 名 伊勢形紙協同組合
三重県鈴鹿市寺家
3-10-1
伊勢型紙
第 5256679 号

住 所

地域団体商標名
商標登録番号

鈴 鹿 市 伝 統 産
業会館で様々な
商品が購入でき
ます！

04Brand Guide 三重県｜鈴鹿市
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は
和
装
小
物
以
外
へ
も
進
出
し
、
ス

ト
ラ
ッ
プ
や
時
計
の
ベ
ル
ト
と
い
っ

た
商
品
や
、
滑
ら
な
い
特
性
を
活
か

し
て
介
護
施
設
の
手
す
り
等
へ
の
利

用
も
提
案
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　

大
ヒ
ッ
ト
し
た
ア
ニ
メ
映
画
の
ワ

ン
シ
ー
ン
で
く
み
ひ
も
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
か
ら
、
手
組
み
を
体
験
し
よ

う
と
、
多
く
の
若
い
観
光
客
が
伊
賀

に
訪
れ
て
い
ま
す
。
丸
台
と
い
う
組

台
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
作
り
に
取
り
組
む
人
た
ち
に
「
思

い
を
込
め
て
組
ん
で
み
て
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
る
松
島
さ
ん
。
伊
賀
く

み
ひ
も
に
は
そ
れ
ぞ
れ
“
組
み
味
”

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
同
じ
帯
締
め

で
も
締
め
心
地
が
変
わ
っ
て
く
る
の

だ
と
か
。
大
切
な
人
に
贈
り
た
い
の

な
ら
、
そ
の
人
を
思
い
な
が
ら
組
ん

で
み
た
い
も
の
。
き
っ
と
気
持
ち
が

宿
り
、
絶
妙
な
組
み
味
に
な
る
は
ず

で
す
。

帯
締
め
や
羽
織
り
紐
に
利
用 

受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
技

　

三
重
県
の
伊
賀
地
域
で
そ
の
大
半

が
作
ら
れ
て
い
る
、
和
装
小
物
の
帯

締
め
や
羽
織
り
紐
。
こ
れ
に
使
わ
れ

て
い
る
の
が
「
伊
賀
く
み
ひ
も
」
で

す
。
始
ま
り
は
奈
良
時
代
以
前
と
い

わ
れ
、
茶
道
具
の
飾
り
紐
や
、
忍
者

や
武
士
が
携
え
た
刀
の
下
げ
緒
、
そ

し
て
和
装
小
物
へ
と
形
を
変
え
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
美
し
く
染
め

ら
れ
た
絹
糸
と
金
銀
糸
が
組
み
合
っ

て
醸
し
出
す
風
合
い
が
魅
力
。
柄
に

よ
っ
て
組
み
方
は
３
０
０
種
類
以
上

に
及
び
ま
す
。
伝
統
的
な
手
組
み
と

と
も
に
機
械
組
み
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
地
域
産
業
と
し
て
大
き
く
発

展
を
遂
げ
ま
し
た
。 

ア
ニ
メ
映
画
で
人
気
に 

体
験
の
観
光
客
続
々
と

　　
「
伝
統
的
工
芸
品
」
の
指
定
を
受

け
て
い
た
手
組
み
製
品
に
、
産
業
発

展
に
貢
献
し
た
製
紐
機
に
よ
る
製
品

も
併
せ
て
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に

地
域
団
体
商
標
を
登
録
。
求
め
ら
れ

る
用
途
や
生
産
数
に
よ
り
、
製
法
の

使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ど

ん
な
モ
ノ
と
も
コ
ラ
ボ
し
て
機
能
す

る
の
が
伊
賀
く
み
ひ
も
の
魅
力
」
と

語
る
の
は
、
三
重
県
組
紐
協
同
組
合

副
理
事
長
の
松
島
俊
策
さ
ん
。
最
近

約 30 分間、インストラクターの
指導でじっくり取り組める「くみ
ひも体験」

帯締めは締め付ける
だけでは良いものと
はいえません。適 度
に締まり、呼吸ととも
に伸び、外すとまた戻
る。そんな組み味の
伊賀くみひもを、伊賀
に来て直接感じてい
ただけるとうれしいで
すね。

三重県
組紐協同組合 
副理事長

松島 俊策さん

絹糸の風合いと繊 細な美しさ 忍者の里、伊賀に伝わるくみひもの技。
色とりどりの絹糸や金銀糸から成る
繊細な美しさの中に、
組み上げる人の温かい気持ちが宿ります。伊賀くみひも

［ 指定商品又は役務 ］
三重県伊賀市・名張市で生産された
くみひもを使用した帯締め・羽織り紐

http://www.kumihimo.or.jp/

 買える＆体験できる
お店はこちら 
伊賀くみひも
HP

権 利 者 名 三重県組紐協同組合
三重県伊賀市上野
丸之内 116-2
伊賀くみひも
第 5102842 号

住 所

地域団体商標名
商標登録番号

織物と異なり、糸が斜めに組まれていくことで伸
縮性が生まれ、程よい組み味に仕上がります

伊賀くみひもと、岐阜県大垣市の地域ブランド
「大垣の枡」がコラボした商品もあります

柄の設計図とな
る「綾 書き」が
各店に代々伝わ
ります！

05Brand Guide 三重県｜伊賀市・名張市
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ん
だ
立
山
連
峰
の
雪
解
け
水
が
流
れ

込
む
の
も
、
魚
が
旨
い
理
由
で
す
」

と
胸
を
張
り
ま
す
。

　

客
の
様
々
な
要
望
に
対
応
す
る
た

め
、
旬
の
地
魚
の
刺
身
や
店
自
慢
の

逸
品
を
セ
ッ
ト
し
た
富
山
湾
鮨
会
席

「
饗
も
て
な
し」、
富
山
湾
鮨
５
貫
に
刺
身
や
地

酒
、酒
の
肴
を
提
供
す
る
「
一い
っ
こ
ん献
セ
ッ

ト
」
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
平
成
29
年

に
は
地
域
団
体
商
標
を
登
録
し
て
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

富
山
湾
鮨
は
県
内
の
寿
司
店
51
店

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
令
和

元
年
11
月
現
在
）。
ま
た
、Ｊ
Ｒ
城
端

線
・
氷
見
線
「
べ
る
も
ん
た
」、
あ

い
の
風
と
や
ま
鉄
道
「
一
万
三
千
尺

物
語
」
の
、
２
つ
の
観
光
列
車
で
富

山
湾
鮨
を
提
供
す
る
な
ど
、
店
舗
以

外
で
も
楽
し
め
る
企
画
を
展
開
し
て

い
ま
す
。「
寿
司
」
で
は
な
く
、
魚

が
旨
い
と
書
い
て
「
鮨
」。
富
山
湾

の
魚
に
は
ぴ
っ
た
り
で
す
。

“
天
然
の
生
け
簀
”
富
山
湾
は

旬
の
地
魚
の
宝
庫

　

北
陸
新
幹
線
開
業
を
４
年
後
に
控

え
た
平
成
23
年
、「
富
山
な
ら
で
は

の
新
し
い
名
物
を
」
と
、
県
と
富
山

県
鮨
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
が
企

画
し
た
の
が
「
富
山
湾
鮨
」
で
す
。

「
富
山
湾
産
の
旬
の
地
魚
だ
け
を
使

用
し
た
寿
司
10
貫
」「
米
ど
こ
ろ
富

山
が
誇
る
県
産
米
を
使
用
」「
富
山

ら
し
い
汁
物
付
き
」
が
そ
の
内
容
。

寿
司
ネ
タ
の
説
明
を
必
ず
行
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、“
天
然
の
生
け
簀
”

富
山
湾
の
多
種
多
彩
な
地
魚
へ
の
自

信
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
季
節
ご
と
に

変
わ
る
鮮
度
抜
群
な
ネ
タ
に
魅
せ
ら

れ
、
新
幹
線
を
利
用
し
て
毎
月
訪
れ

る
観
光
客
も
い
る
そ
う
で
す
。

鮨
会
席
や
地
酒
の

セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
も
登
場

　　

富
山
湾
が
“
天
然
の
生
け
簀
”
と

呼
ば
れ
る
の
は
、
海
岸
か
ら
急
激
に

深
く
な
る
地
形
で
漁
場
と
漁
港
が

近
く
、
と
れ
た
て
の
魚
を
す
ぐ
市
場

に
供
給
で
き
る
た
め
。
暖
か
い
対
馬

暖
流
と
日
本
海
固
有
の
深
層
水
に
よ

り
、
暖
流
系
と
冷
水
系
合
わ
せ
て
約

５
０
０
種
も
の
魚
介
類
が
生
息
し
て

い
る
の
だ
と
か
。
富
山
県
鮨
商
生
活

衛
生
同
業
組
合
理
事
長
の
山
下
信
夫

さ
ん
は
「
ミ
ネ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ
り
含

富山米の新品種「富
ふ ふ ふ

富富」のほ
か、県産米を使用して各店がこだ
わりのシャリを仕込みます

シロエビ、寒ブリ、ベ
ニズワイガニにホタル
イカ…。富山湾でとれ
る旬のネタは豊富で、
いつ来ていただいて
もお客様の舌を飽き
させません。気 軽に
各店ののれんをくぐっ
てください。笑顔でお
迎えいたします。

富山県鮨商生活
衛生同業組合 
理事長

山下 信夫さん

「きときと」の地魚を寿司で味 わう 富山湾ならではの新鮮な地魚が、
富山でしか味わえない極上寿司に。
米どころのシャリも、立山連峰がはぐくむ名水も、
「きときと」の海の幸を盛り立てます。富山湾鮨

提供店の職人は富山湾の魚を知り尽くした人たち
ばかり。各店が旬の地魚に一工夫を加え、それぞ
れ自慢の味で客をもてなします

「きときと」とは富山弁で「新鮮、活きがいい」の
意味。富山湾では定置網漁が約８割を占め、生き
たままきときとの状態で水揚げされます

［ 指定商品又は役務 ］
富山湾で漁獲された魚介類を使用し
たすしの提供

http://www.toyamawan-sushi.jp/

 食べられる
お店はこちら 
富山湾鮨ＨＰ

権 利 者 名 富山県鮨商生活衛生同業組合
富山県富山市泉町
1-6-17
富山湾鮨
第 5936606 号

住 所

地域団体商標名
商標登録番号

前 日ま で の 予
約で、各店オリ
ジ ナル の 特 典
が付きます！

06Brand Guide 富山県｜富山市ほか
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し
た
。
そ
の
後
も
祭
り
は
毎
年
行
わ

れ
、
来
場
者
が
１
万
５
千
人
に
も
上

る
大
イ
ベ
ン
ト
に
。「
も
と
も
と
市

民
の
利
用
が
多
か
っ
た
温
泉
で
す

が
、
ア
ニ
メ
人
気
と
北
陸
新
幹
線
開

通
の
相
乗
効
果
で
全
国
か
ら
訪
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

こ
う
語
る
金
沢
市
湯
涌
温
泉
観
光
事

業
協
同
組
合
事
務
局
長
の
中
村
均
さ

ん
は
、
活
性
化
へ
の
組
合
員
の
取
り

組
み
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
氷
室
へ
の
雪
の
仕
込
み

や
、
夢
二
に
思
い
を
馳
せ
た
カ
ク
テ

ル
バ
ー
「
夢
二
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
」、
玉
泉

湖
で
開
催
す
る
鑑
賞
会
「
ホ
タ
ル
Ｎ

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
数

多
く
開
催
。
そ
し
て
何
よ
り
の
魅
力

は
、
山
の
自
然
に
抱
か
れ
た
温
泉
街

の
癒
や
し
の
雰
囲
気
そ
の
も
の
で
す
。

平
成
29
年
に
は
地
域
団
体
商
標
が
登

録
さ
れ
、
組
合
員
の
お
も
て
な
し
力

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

加
賀
藩
の
殿
様
も
通
っ
た

肌
に
優
し
い
名
湯

　

金
沢
市
南
東
の
山
あ
い
に
あ
る

「
湯
涌
温
泉
」。
宿
９
軒
の
こ
ぢ
ん
ま

り
と
し
た
温
泉
街
は
、
豊
か
な
自
然

と
大
正
ロ
マ
ン
の
雰
囲
気
が
評
判
を

呼
び
、
全
国
か
ら
癒
や
し
を
求
め
る

多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
ま
す
。

開
湯
は
１
３
０
０
年
前
と
歴
史
は
古

く
、
加
賀
藩
の
殿
様
が
湯
治
に
通
っ

た
こ
と
か
ら
「
金
沢
の
奥
座
敷
」
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
般
の
湯
治

客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
始
め
た
の
は

大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
。
さ
ら
り

と
肌
に
優
し
い
名
湯
で
、
詩
人
画
家

の
竹
久
夢
二
は
こ
の
地
を
気
に
入

り
、
恋
人
と
３
週
間
滞
在
し
た
思
い

出
を
歌
に
残
し
て
い
ま
す
。

架
空
の
祭
り
を
実
現
さ
せ

人
気
が
全
国
区
に

　　

山
里
の
静
か
な
温
泉
街
が
転
機
を

迎
え
た
の
は
平
成
23
年
。
湯
涌
温
泉

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ア
ニ
メ
が
放

送
さ
れ
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た

フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
２
年
前
に
温

泉
街
が
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
復

興
事
業
を
考
え
て
い
た
頃
。
ア
ニ
メ

で
描
か
れ
た
架
空
の
祭
り
を
、
実
際

に
企
画
し
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
「
湯

涌
ぼ
ん
ぼ
り
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

温泉内で行われている宝探しゲー
ムでも、アニメのキャラクターが
活かされています

祭りをきっかけに「湯
涌サポーターズ」とい
うボランティア組織が
生まれ、全国からイベ
ントのお手伝いに来て
くれます。皆さんの力
を借り、全国にもっと
湯涌温泉のファンを増
やしていきたいですね。

湯涌温泉観光協会　
金沢市湯涌温泉
観光事業協同組合
事務局長
中村 均さん

夢二も愛した金 沢の奥 座敷

金沢市郊外の小さな温泉街、湯涌温泉。
ゆったりとした時の流れは
１３００年前から変わらず人々を癒やし、
多彩なイベントで笑顔をもたらしてくれます。

湯涌温泉

アニメ作品から生まれた「ぼんぼり祭り」は、令和
元年に 9 回目を迎え、新しい文化として地域に根
付いています

湯涌温泉に復元保存されている「氷室」。藩政時
代、大寒の時季に雪を貯蔵し、夏になると将軍家
に献上する伝統行事がありました

［ 指定商品又は役務 ］
石川県金沢市湯涌町および湯涌荒屋
町における温泉浴場施設を有する宿
泊施設の提供／石川県金沢市湯涌町
および湯涌荒屋町における温泉浴場
施設の提供

https://yuwaku.gr.jp/

 湯あみをするなら
こちら 
湯涌温泉観光協会ＨＰ

権 利 者 名 金沢市湯涌温泉観光事業協同組合
石川県金沢市湯涌町イ 1
湯涌温泉
第 5928255 号

住 所
地域団体商標名
商標登録番号

玉 泉 湖 の 湖 畔
にあり、毎年１月
最終日曜に雪を
仕込みます
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地域ブランドを巡る旅プラン
中部を満喫しよう！

中部地方には自然や歴史・文化に根付いたそれぞれの地域ブランドがあります。近隣
の観光スポットとともに巡れば、その地域の魅力をより深く知ることができます。あ
なただけの旅プランをぜひ組み立ててみてください。

岐阜城で歴史散策

奥美濃カレーで
　　　エネルギーチャージ

長良川温泉で湯あみ

なごやめしで腹ごしらえ

昔の町並みが残る関宿

話題の伊賀くみひも体験
心が洗われる伊勢神宮参拝

暮らしを彩る美濃焼

恵那峡の絶景に感動！

お土産は山岡細寒天
お土産は伊勢たくあん

有松鳴海絞の
　　　お気に入り探し

繊細な伊勢型紙の
　　　職人技にふれる　

旅の思い出に、話題となった
「伊賀くみひも」に挑戦

お土産には、おかげ横丁の「傳兵衛」
で「伊勢たくあん」をどうぞ

緑に包まれた玉砂利
の参道を進むと、清々
しい気持ちに

写真提供　神宮司庁

「伊勢型紙」の繊細な彫刻技術にため息

「長良川温泉」で疲れを癒やしたあとは、
1300 年以上の歴史を持つ鵜飼を見物

日本最大の陶磁器の生
産地、多治見市・土岐
市などで、お気に入り
の美濃焼の器を探し
てみよう

郡上市のご当地料理「奥美濃カレー」は
郡上の地みそが隠し味

ロープウェーで山
頂へ。 天 守 閣 か
らの眺めは絶景

天草 100％でヘル
シーな「山岡細寒
天」はお土産にお
すすめ

桜、新緑、紅葉、
雪景色。四季
折々の壮大な
渓谷美が日常
を忘れさせる

名古屋城の " 城下町 ”
「金シャチ横丁」で
なごやめしに舌鼓

風情ある東海道を散歩しながら、
粋なアイテムをチェック

　　宿場町の面影を　
　今に伝える関宿を
散策。お茶処も充実

→P.6

→P.4

→P.8

→P.12

→P.10

→P.20

→P.18

岐阜
満喫プラン

名古屋・伊勢
満喫プラン
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湯涌温泉で湯あみ

氷見牛のとろける肉質を堪能

能登半島の自然に感動

金沢で歴史と
　　　アートを体感

高岡の伝統産業・鋳物の
　　　新たな魅力にふれる

観光列車「べるもんた」で
　　　　　　富山湾鮨に舌鼓

曲線美が美しい、全長
1050mの能登島大橋で

　　　能登島へ

上質なブランド牛「氷見牛」は、
豊富な旨味成分が特徴

高岡の鋳物文化を受け継ぐ「能作」で、
錫（すず）100％の曲がる器に出会ったり、
鋳物製作を体験したりすることができる

観光列車「べるもん
た」で、「富山湾鮨」
と絶景を満喫

金沢の奥座敷「湯涌温泉」で
過ごす静かな時間

兼六園で池、築山、茶室
などを廻遊しながら四季
折々の景色を楽しもう

© 石川県
　 観光連盟

全国的に人気を誇る
「金沢 21 世紀美術館」
でアートを体験

日本の原風景
「白米千枚田」
に 心 が 和 む。
夕景は格別

レアンドロ・エルリッヒ
《スイミング・プール》2004 年
金沢 21 世紀美術館蔵
撮影：渡邉修
写真提供：金沢 21 世紀美術館

→P.16

→P.15

→P.22

金沢・富山
満喫プラン
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